第 一 双の 眼の 所有者 

(むしゃくしゃした 若い 古物商。 紋 付と 黄 

ふろしき 

の 風呂敷) 

第二 双の 眼の 所有者 

(大学生。 制服制帽。 大きな めがね。 灰色 

さげ かばん 

ヅック の 提鞫) 

第一 双の 眼 (いや、 いらっしゃい、 今日は。 よいお 天 

気で ございます。 ) 

第二 双の 眼 (何 を 晒って やが るんだ。) 

(失礼いた しました。 へいへい。 え、 と、 あなた さま 

はメ フィス ト さんの ご 子息さん。 今日は どちらへ。) 



(何 だ 失敬な。) 

(あ、 左様で。 あ、 左様で ございまし たか。 

これ はどう もま ことに 失礼いた しました。 たいへん 飛 

び 乗りが お 上手で いら つ しゃいます。 ) 

(まだ 何か^つ てるの かい。 失敬 ぢ やない か。) 

(さう さう。 あなた はメ フィス ト さんと は アウエ ル 

バッハ 以来お 仲が よろしくない のですな。 ついお なり 

がそつ くりな もんです から、 まあ ちょっと 相似形、 さ 

やう、 ごく 複雑な 立体の 相似形と いふ やうに お見受け 

いたした もんです から。 いや、 どうも まことに 失礼い 

たしました。) 



(気を付けろ。 間抜けめ。 何 だ そのに やけ やう は。) 

(へいへい。 な あに どうせ 私な ど はへいへ い 云 ふやう 

にで きて るんで すから。 いや。 それにして もた、 V 今 は 

又もや とんだ 無礼 を はたらきました。 ひらに ひらに ご 

ガラス 

容赦と。 ところでお 若い のに そのまん 円な 赤い 硝子の 

ベ つ 甲め がね はいかが でせ うか。 いか y な もんで ござ 

いませう。 な。) 

(気持ちの 悪い やつ だな。 この 眼鏡 かい。 この 眼鏡 か 

い。 おれ は 乱視 だから 仕方ない さ。) 

(あつ、 ああ、 なる 程 乱視。 乱視でした か。 いや、 そ 

れ ならば id 方 ござん せん。 なるほど、 なるほど。 とに 



かくし かし それにし てもと、 あんまりお 帽子の 菱 がた 

が 神経質に まあ 一 寸 詩人の やうに 鋭く 尖って いささか 

ご 人体に か ゝ はります が、 ) 

(えい、 畜生 まだ 何 か 云って やが る。 何 だ、 きさまの 

眼 玉 は 黄い ろで きょろきょろ まるで 支那の 犬の やう だ。 

はは あおれ は ドイツで きさまの 悪口 を 云って やる。 判 

，ri ゝヽ o 

る カレ 

が w-els fQr ein Gesiclit du lietst おや ) 

(何 だと 〃Nein, mein Jtingling, sage mocli 

einmal, was fQr ein Gesiclit du machst 

そっちの 方で 判る かい。 お まへの やうな 人道主義者 



は 斯う 云 ふもん だ。 liast では 落第 だよ。) 

(ふん。 支那 人と 思ったら ドイツとの あ ひの 子 かい。) 

(い、 え。 どう致しまして。 お前 こそ 気をつけ ろよ。 

自慢ら しく ドイツな ど を もち 出した からこん な もん さ- 

ねずみ 

へん。 お前なん か 気の毒な 鼠の 天 ぶら だ。) 

(まだ 見て るの かい。 よくよく 執念深い やつ だ。 

夫婦喧嘩の 飛ばつ ちり はよ して 呉れ。) 

(へい。 ちとお 遊びに。) 

(又に やけて やが る。 どうせき さま は 周旋屋 か 骨董 屋 

だら ぅぜ。 そこでな、 おれが 判事に なった とき 丁度め 

ぐり 合 ふとし ようか。 ああもう 降りる かい。 え、 と 落 



ちぶれ た 成金さん によろ しく。) 

ほこり 

(さよなら。 ひよ つ こさん。 大きな まちの 挨の中 だ。 

くるくる 廻つ て へたばら ないやう 御用 心。) 

(えい。 勝手にし ろ。 お別れに た y 一 言 ご 忠告いた し 

ます。 電車が とまって からお 降りなさい だ。) 

(ブイ。) 
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